
様式第４号（第１５条関係） 

 

会 議 録  

 

１ 附属機関等の会議の名称  

  令和２年度第２回美里町スポーツ推進審議会  

 

２ 開催日時  令和３年２月５日（金）午後１時３０分から午後２時５０分まで  

 

３ 開催場所  美里町中央コミュニティセンター 第３研修室  

 

４ 会議に出席した者  

 （１）委員  

    武田高誠会長、大野一郎副会長、伊藤美智子委員、今泉道子委員  

齋藤直樹委員、佐々木順委員、只野幸雄委員、戸羽康雄委員  

早坂美名子委員、横山新作委員  

 （２）事務局  

    まちづくり推進課長  齋藤 寿  

    スポーツ推進係長 加藤 敏典  

    主事 工藤 真吾  

５ 議題及び会議の公開・非公開の別  

    議題  

  （１）美里町スポーツ推進審議会について  

  （２）美里町スポーツ推進基本方針について  

  会議の公開・非公開の別  

   公開  

６ 非公開の理由  

 

７ 傍聴人の人数  

  ０人  

８ 会議資料  

  別紙のとおり  

９ 会議の概要  

   町長から委員１０人に委嘱状の交付を行った。その後、美里町スポーツ推進審

議会及び美里町スポーツ推進基本方針について事務局から説明を行い、委員から

意見を受けた。  



【午後３時 開会】  

事務局  

（加藤係長）  

 本日はお忙しい中、御参会いただきまして誠にありがとうござい

ます。  

 開会に先立ちまして、委員の皆様に町長より委嘱状の交付を行い

ます。  

 お名前を名簿順にお呼びしますので、その場にお立ちいただき、

お受け取り願います。  

相澤町長  【委嘱状の交付】  

事務局  

（加藤係長）  

 それでは、ただいまより令和２年度第２回美里町スポーツ推進審

議会を開会いたします。  

 開会にあたりまして、町長から御挨拶申し上げます。  

相澤町長  【町長挨拶】  

事務局  

（加藤係長）  

 続きまして、委員が更新となってから初めての審議会でございま

すので、委員の皆様を御紹介させていただきます。  

【名簿順に委員自己紹介】  

 次に事務局職員を紹介させていただきます。  

【事務局職員を紹介】  

 それでは、会長及び副会長の選任を行います。会長及び副会長が

選任されるまで、暫時、相澤町長が仮座長として進行いたしますの

で、よろしくお願いします。  

相澤町長   それでは、会長が選任されるまでの間、私が仮座長を務めさせて

いただきますので、どうぞよろしくお願いします。  

 初めに、本日の審議会は委員総数１０人中、１０人の御出席をい

ただいており、委員総数の２分の１以上が出席しているため、美里

町スポーツ推進審議会条例第５条第２項の開催要件を満たしてい

ることを報告します。  

 次に、会長、副会長の選任を行います。本審議会の会長、副会長

につきましては、美里町スポーツ推進審議会条例第４条第１項の規

定により委員の互選によって定めるものとされております。互選と

ありますので、委員の皆様から自薦・他薦又は御意見がありました

らお願いします。  

戸羽委員   事務局案があればお願いします。  

相澤町長   それでは、事務局案を提案させていただいてよろしいですか。  

委員   【異議なしの声】  

相澤町長   異議なしと認めます。  

それでは、事務局案をお願いします。  



事務局  

（工藤主事）  

 事務局案を申し上げます。本審議会の会長につきましては、特定

非営利活動法人美里町体育協会の会長として、また、スポーツ推進

委員として長年、町のスポーツ振興に御尽力をいただいております

武田高誠様に会長をお願いしたいと考えております。また、副会長

につきましては、町社会教育委員を歴任され、深い御見識をお持ち

であり、今回委員に応募していただきました大野一郎様に副会長を

お願いしたいと考えております。  

相澤町長   ただいま、事務局から会長、副会長について提案がありましたが

いかがでしょうか。  

委員  【異議なしの声】  

相澤町長  異議なしと認めます。  

それでは、事務局案のとおり会長に武田委員を、副会長に大野委

員を選任することに決定いたします。  

それでは、会長、副会長が選任されましたので、私の仮座長はこ

こまでとなります。ありがとうございました。  

事務局  

（加藤係長）  

それでは、大変恐縮でございますが、町長は所用のため、これを

持ちまして退席させていただきますので、御了承をお願いしたいと

思います。  

それでは、ただいま選任されました武田会長、大野副会長を代表

いたしまして、武田会長から就任の御挨拶をいただきます。  

武田会長  【武田会長挨拶】  

事務局  

（加藤係長）  

ありがとうございました。それでは、議事に入ります。  

美里町スポーツ推進審議会条例第５条第１項の規定により、会議

の議長は会長が務めることと定められております。武田会長、議事

の進行をお願いいたします。  

議長  

（武田会長）  

それでは、議事（1）美里町スポーツ推進審議会について、事務

局から説明をお願いします。  

事務局  

（工藤主事）  

 初めに、本審議会の役割について御説明させていただきます。美里

町スポーツ推進審議会条例第２条にございますとおり、本審議会はス

ポーツ基本法３５条に規定するもののほか、「スポーツ施設及び設備の

整備に関すること」、「スポーツ指導者の養成及びその資質向上に関す

ること」、「スポーツ事業の奨励及び関係団体の育成に関すること」、「ス

ポーツ技術の向上に関すること」等を御審議いただくこととなってお

ります。また、スポーツ基本法第３５条に社会教育関係団体であるス

ポーツ団体に補助金を交付する場合には、スポーツ推進審議会等その

他合議制の機関の意見を聴かなければならないとありますので、町か



ら補助金を交付しております美里町体育協会及び美里町スポーツ少年

団に関して御意見をいただいております。  

 また、これまでの活動といたしましては、平成３０年度は「美里町

スポーツ施設長寿命化計画」及び「美里町スポーツ推進基本方針」の

原案に対して諮問を受け、答申を行いました。令和元年度は、スポー

ツ施設の指定管理者の更新時期であったため、各指定管理者から提出

された提案書を確認し、御意見をいただきました。令和２年度は、昨

年１１月に開催した第１回会議において、町内の各スポーツ施設の視

察を行い、指定管理者や施設に対しての御意見や要望等をいただいた

という状況です。  

次に、本審議会の運営について提案させていただきます。本審議会

は美里町附属機関等の設置及び運営に関する指針に基づき公開するこ

ととし、傍聴人については５人以内とします。会議録については、発

言内容等をすべて記録する全文筆記と意見の概要を記録する要約筆記

がございますが、本審議会の記録は要約筆記とし、会議録署名委員は

２人として議長が指名することを考えております。  

議長  

（武田会長）  

 ただいま、事務局から会議の公開、会議録の作成方法及び会議録署

名委員等について、提案がございました。委員の皆様にお諮りします。

よろしいでしょうか。  

委員   【異議なしの声】  

議長  

（武田会長）  

 異議なしと認めます。  

それでは、議事を進めてまいりますが、ここで、会議録署名委員及

び会議録書記を選出します。会議録署名委員については、齋藤委員と

佐々木委員の２人にお願いします。会議録書記については、事務局に

お願いします。  

齋藤委員  

佐々木委員  

 【了承】  

議長  

（武田会長）  

 それでは、議事（２）「美里町スポーツ推進基本方針」について事務

局から説明をいただいた後に皆様から意見を頂戴したいと思います。

事務局お願いします。  

事務局  

（工藤主事）  

 それでは、美里町スポーツ推進基本方針について説明いたします。  

まず、内容に入る前に本方針の位置づけについて説明させていただ

きます。本方針は国のスポーツ基本計画、宮城県スポーツ推進計画に

基づき、町のスポーツ推進を行う際の基本的な指針として定めるもの

で、美里町総合計画・総合戦略との一体性に配慮して策定しています。

また、国は令和４年度から新たなスポーツ推進基本計画を策定するた



めに動いており、県もそれを受けて令和５年から新たなスポーツ推進

計画を策定する予定となっております。美里町につきましても国及び

県の新計画の内容を受けまして、必要があれば本方針の見直しを検討

してまいります。  

 次に本方針の内容について説明いたします。  

【美里町スポーツ推進基本方針について説明】  

議長  

（武田会長）  

 ただいま、事務局から「美里町スポーツ推進基本方針」について説

明がございましたが、御意見や御質問のある方はいらしゃいませんか。 

齋藤委員   先ほど事務局からこれまでの美里町スポーツ推進審議会の活動につ

いて説明がありましたが、今回からスポーツ推進審議会の委員に任命

されたため、これまでの会議のことについてお伺いします。前回の会

議から継続審議等はございますか。  

事務局  

（工藤主事）  

 前回の会議からの継続審議の案件はございません。  

齋藤委員   分かりました。  

 もう一点お伺いします。スポーツ推進基本方針の「第２章スポーツ

を取り巻く環境」の中で、スポーツ施設の利用者数を見ると、年々減

少傾向であるようです。また、現在は新型コロナウイルス感染症が猛

威を振るっており、利用者数の減少に拍車をかけていると考えます。

このような状況の中で、新型コロナウイルス感染症の影響が収束した

場合、美里町はスポーツ事業に対してどのような方針で取り組んでい

くのでしょうか。  

事務局  

（齋藤課長）  

 現状では、新型コロナウイルス感染症がいつ収束するか、未だ先が

見えないような状況下ではありますが、もし、事態が収束しましたら、

スポーツ大会やスポーツ施設利用等をコロナ禍以前のような状況に戻

す環境づくりを優先的に行っていきたいと考えております。また、美

里町スポーツ推進基本方針に則りまして、健康づくりのスポーツ及び

障害者スポーツの推進、学校部活動のスポーツ指導者の確保など町の

課題の解決に向けて町全体で新たなスポーツ環境の形成に取り組んで

いく方針です。  

齋藤委員  

 

 スポーツ大会については、一度中止すると、再び同じような状態に

戻すのが困難になります。私が行っている駅伝に関しても一年休んで

しまうと、選手層が一変してしまいます。  

 そのため、コロナ禍収束に向けて町がどのような方向で進んで行く

のか、次のステップを町民に対してアナウンスをしてほしいと思いま

す。  



早坂委員   齋藤委員の御意見を受けまして、私も将来の道筋を示すのは大事な

ことだと思いますが、道筋を立てるためには、スポーツ施設がすぐに

使用できる状態でなければならないと考えます。  

その点については、令和２年度第１回会議の際に美里町のスポーツ

施設を視察した際に、コロナ禍の影響で利用者が減少しても、管理を

怠らず綺麗な状態を保っていたので、現在の指定管理者は問題ないと

感じました。  

議長  

（武田会長）  

 他に御意見等ございますか。  

齋藤委員   コロナ禍が収束した際の方向性について、意見を述べましたが、先

ほども述べましたとおり、一度休んでしまうと同じ状態に戻るのには

非常に時間がかかります。そのため、コロナ禍においても大会等をた

だ中止にするのではなく、どのように工夫すれば開催できるかを考え

ていかなければならないと思います。仙台市では１２月に開催したリ

レーマラソン大会において参加チームを半分に減らし、タスキを渡す

際にもソーシャルディスタンスを取りながら行いました。このような

事例も参考にしながら、美里町においても中止ではなく、新しい生活

様式に応じた開催の検討をお願いしたいと考えます。  

議長  

（武田会長）  

 御意見ありがとうございます。  

 美里町体育協会として申し上げさせていただきます。  

スポーツ大会等につきましては町と美里町体育協会で方向性につい

て協議しながら決定しております。来年度の大会運営の方向性につい

て正式な協議は未だしておりませんが、担当者同士ではどのようにす

れば大会を開催できるか話し合いを行っているようです。  

 正式な協議はこれからですので、この場で回答はできませんが、で

きるだけ開催していきたいと考えております。  

事務局  

（工藤主事）  

 町としましても、大会が開催される時期の状況を見ながら、新しい

生活様式に合わせた形で、できるだけ大会を開催できるように体育協

会と協議してまいります。  

議長  

（武田会長）  

 他の委員の皆様におかれましても、スポーツ推進基本方針以外のこ

とでも、コロナ禍のスポーツ活動について苦労していることや工夫し

ながら実施していることがあれば、是非御意見をいただければと思い

ます。  

佐々木委員  

 

 私は中学生の子どもがおりますが、令和２年度は大きなスポーツ大

会がほとんど中止になってしまったため、体力を維持するために自宅

でトレーニングに専念していたようです。しかし、自宅でのトレーニ



ングでは限界があるため、町の施設であるトレーニングセンター等に

トレーニングルームを設置したり、ランニングコースを整備していた

だければ、コロナ禍においても体力を維持でき、次の大会にもすぐに

対応できるのかなと思いました。  

議長  

（武田会長）  

 美里町体育協会として申し上げさせていただきます。  

現在は会議室として使用しておりますが、かつてトレーニングセン

ターにはトレーニングルームがありました。昨今、佐々木委員のよう

にトレーニングルームの復活を望む声もありますので、近いうちに復

活させようと計画しています。皆様にお披露目できる日は未定ですが、

復活した際は是非御利用いただければと思います。  

 他に御意見等ございますか。  

早坂委員   スポーツ推進基本方針の基本目標の中で「スポーツ指導者の育成」

を掲げておりますが、少子高齢化の影響やコロナ禍において体育館等

の利用が少なくなってきているため、この期間を利用して指導者の実

習等を行えば体育館の有効活用に繋がるのではないでしょうか。  

齋藤委員   スポーツ施設以外でも少子高齢化の影響により、子どもたちが部活

動やクラブを行うのに人数が足りなくて苦労しているという話も聞こ

えてきます。  

事務局  

（工藤主事）  

 昨今の状況をみると中学校単独では部活を行うことができず、複数

の中学校で合同チームを形成している例も見られ、また、合同チーム

を形成しても、顧問の先生が必ずしも担当部活に対して十分な指導が

できるわけではなく、顧問の先生の負担も大きいのが現状です。  

 このような状況は一部の都会の地域を除いた全国的なものであり、

スポーツ庁も地域の指導者を育成し、子どもたちのスポーツを支える

環境を作るような方針を出しております。したがって、早坂委員の御

意見も参考にしながら、スポーツ推進基本方針に則りスポーツ指導者

の育成に力をいれていこうと考えております。  

議長  

（武田会長）  

 分かりました。  

 それでは、只野委員、今泉委員、伊藤委員、地域のスポーツ活動の

実施状況はいかがでしょうか。  

只野委員   本来はスポーツ普及員として、地域のスポーツ活動の支援を行う予

定でしたが、令和２年度はコロナ禍のため全く活動できていない状況

でした。  

今泉委員   私は身体障害者福祉協会の会長として、障害者に対しコロナ禍のス

ポーツ活動をあまり積極的には進めることはできませんが、今まで行

っていたスポーツ活動を全くできないというのは障害者の方の体にも



心にも良くないということで、感染拡大防止に気を付けながら週２回

はパークゴルフを行っています。  

伊藤委員   南郷地域においても、土田畑村の前の広場で健康づくりの一環とし

てパークゴルフをしている方々をよく見かけます。コロナ禍だからと

いって全て自粛するのではなく、健康づくりのためにも感染症拡大防

止に気を付けながら、ある程度の運動は必要だと思います。  

早坂委員   新型コロナウイルス感染症の影響でスポーツ大会が中止となり、ス

ポーツ活動の面でも閉塞感を感じているのは事実です。令和２年度に

おいて、町や体育協会で新型コロナウイルス感染症に気を付けながら

工夫して実施した事業は何かございますか。  

議長  

（武田会長）  

 体育協会として申し上げさせていただきます。  

令和２年１１月に体育協会主催で、町民ウォーキングの代替事業と

して「謎解きウォーク！」を開催し、町からもスポーツ推進委員を派

遣していただきました。内容としては、南郷地区に６キロメートル程

度のウォークラリーのコースを設定し、一定距離の場所にチェックポ

イントを設置し、チェックポイントに到達したら美里町に関する問題

を回答するというもので、その正解数とタイムで点数を競いました。

コロナ禍ということで、町内のみのコース、現地集合及び現地解散、

１グループ３人までの人数制限など新しい生活様式に合わせた形での

実施になりましたが、コロナ禍においてもこのような体系であれば実

施できるというモデルになったと思います。そのため、来年度はこの

実績を踏まえ、町内の様々な場所にコースを設定したウォークラリー

の開催や他の事業の開催にも役立てていこうと考えております。  

齋藤委員   宮城県はオルレに力を入れておりますので、他の自治体の例も参考

に美里町においても歴史や文化を知ってもらえるようなウォーキング

コースを設定してみるのもいいと思います。  

議長  

（武田会長）  

 他に御意見等ございますか。  

齋藤委員   スポーツ推進基本方針に係る「スポーツ指導者の育成」に関連して、

一点お伺いします。美里町スイミングセンターにおいて、水泳教室を

行っておりますが、教室の募集人数に対してそれ以上の応募があるた

め、結果的に教室に入れない子どもたちがいるそうです。  

 応募してきた子供たち全てを受け入れられないのは指導者が不足し

ているからでしょうか。  

事務局  

（工藤主事）  

 指導者が不足しているというよりは、特定時間帯の教室に応募が殺

到してしまうのが大きな原因であると思います。保護者の送迎の関係



で、特定の時間に応募が殺到しているため、異なる時間帯であれば空

きがたくさんあるといった場合でも、保護者の都合上厳しいようです。

そのため、そのような状況が発生していると考えられます。  

早坂委員   保護者の送迎の都合で教室に入ることができなかった子どもたちの

ために、スイミングセンターの送迎バスを拡充できる制度体制を整備

できれば子どもたちを救うことができると思います。また、送迎バス

を増やせば、運転ができない高齢者や障害者の方の利用も増え、全体

的な集客数の増加につながるのではないでしょうか。もちろん、スイ

ミングセンターだけではなく、他のスポーツ施設にも言えることだと

思います。  

齋藤委員  

 

 私もそのようにできたら、さらに施設の利用率が上がると思います。

現在、町民バスは平日しか運行していないため、せめてスポーツ施設

行きのバスを休日も運行できれば相当状況が変わってくると思いま

す。  

横山委員   町民バスの運行体制の話は、今までの審議会の議題の中でも出てお

りました。厳しい状況なのは分かりますが、是非お願いしたいと思っ

ております。  

議長  

（武田会長）  

 町の財政や運転手の確保など様々な問題があるのは、承知しており

ますが、スポーツ推進審議会の意見として町に要望したいと思います。 

事務局  

（齋藤課長）  

 御意見ありがとうございました。御要望として承ります。  

議長  

（武田会長）  

 他に御意見等ございますか。  

委員   【なしの声】  

議長  

（武田会長）  

 質疑等なしと認めます。  

それでは、委員の皆様、審議に御協力いただきありがとうござい

ました。これをもちまして、本日予定の議事の一切を終了いたしま

す。  

それでは、事務局にお戻しいたします。  

事務局  

（加藤係長）  

ありがとうございました。  

それでは、以上をもちまして、令和２年度第２回美里町スポーツ推

進審議会を終了いたします。お疲れ様でした。  

 【午後２時５０分閉会】  

 

   

 


